
【東北地整】 簡易チャレンジ型ＩＣＴ活用工事

〇これまでICT活用工事は、５要件 （ 3次元起工測量、 3次元設計データ作成、 ICT建機による施工、
3次元出来形管理、 3次元設計データの納品 ）全てを実施することが必須。

〇ICTの更なる活用拡大につなげるため、５要件を必須とせず、工事現場や施工者の実情に合わせて
要件の一部でのICT活用でも評価する「 簡易チャレンジ型ICT 」を創設。

〇「 簡易チャレンジ型ICT 」では、ICT施工実績の有無にかかわらず、誰でもICT施工に関する助言を
専門家より受けることが可能。
〇ICTを適切に活用することを認めることで、地方公共団体も含めた、ICT活用工事の更なる普及拡大
を目的とした試行を実施。

施工実績の有無にかかわらず、ICT施工技術のアドバイスを受けることが可能

①3次元
起工測量

②3次元設計
データ作成

③ICT建設機械
による施工

④3次元出来形管理
等の施工管理

⑤3次元データ
の納品

簡易チャレンジ型ＩＣＴ活用工事

②＋③又は②＋④の２項目以上（⑤は必須）実施すればOK

必須 選択 選択任意

形式 総合評価 工事成績 ペナルティ ＩＣＴ土工活用証明書の発行

発注者指定 加点評価なし ５要件全てでＩＣＴ活用を行った場
合、創意工夫で２点加点※1、
※2
必須と選択項目でＩＣＴ活用を行っ
た場合、創意工夫で１点加点

工事成績評定で減点
（契約違反）

ICT土工において、５要件全てでＩ
ＣＴ活用をおこなった場合は、証明
書を発行する。
（４要件以下の場合は発行しない）

受注者希望Ⅰ型 ＩＣＴの５要件全てでの活用
の提案がある場合は加点
（２点）

さらにＩＣＴ土工活用証明書
がある場合も加点（２点）

工事成績評定で減点
（履行義務違反３点）

受注者希望Ⅱ型
（簡易チャレンジ型）

加点評価なし ５要件全てでＩＣＴ活用を行った場
合、創意工夫で２点加点※１

必須と選択項目でＩＣＴ活用を行っ
た場合、創意工夫で１点加点

なし

※１ 前工事の出来形データ等が活用でき、効率化の検討結果、断面計測をおこなった場合は３次元起工測量と同等
※２ 管理断面及び変化点の計測による出来形管理をおこない、工事竣工段階について面管理に準ずる出来形計測をおこなった場合は３次元出来形測量と同等

必須（作成したデータのみ）
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